
　

少
子
高
齢
化
に
伴
い
、
親
の
介
護
は

多
く
の
人
が
直
面
し
う
る
身
近
な
問
題

と
な
り
ま
し
た
が
、
仕
事
と
の
両
立
は

容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
総
務
省
の

２
０
１
７
年
就
業
構
造
基
本
調
査
に
よ

る
と
、
過
去
一
年
間
に
介
護
や
看
護
を

理
由
に
離
職
し
た
人
は
約
十
万
人
に
上

る
と
さ
れ
て
お
り
、
介
護
離
職
防
止
は

重
要
な
経
営
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
九
月

一
四
日
㈪
、
埼
玉
県
及
び
埼
玉
労
働
局

と
の
共
催
で
、
一
般
社
団
法
人
日
本
経

済
調
査
協
議
会
と
本
会
の
合
同
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
と
し
て
、
第
三
回
ト
ッ
プ
セ
ミ

ナ
ー「
介
護
離
職
を
考
え
る
集
い
」
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
は
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
に
よ

り
実
施
し
、
四
五
名
に
ご
参
加
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
淑
徳
大
学
教
授 

結
城

康
博
氏
か
ら
、
昨
年
一
〇
月
に
一
般
社

団
法
人
日
本
経
済
調
査
協
議
会「
介
護

離
職
問
題
調
査
研
究
会
」（
研
究
会
主

査 

淑
徳
大
学
教
授 

結
城
康
博
氏
）
と

共
同
で
実
施
し

た
「
介
護
離
職
に

関
す
る
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
」
の
結

果
報
告
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
結

城
氏
は
、「
介
護

休
暇
・
介
護
休
業

に
つ
い
て
法
整

備
は
な
さ
れ
た

が
、
そ
の
取
得

率
が
低
い
こ
と

が
介
護
離
職
防

止
の
動
き
が
広

が
ら
な
い
要
因

で
あ
る
」
と
説

明
。
①「
介
護
休

暇
・
介
護
休
業
」

取
得
率
の
前
年

度
比
の
向
上
目
標
、
②
企
業
に
お
け
る

普
及
啓
発
の
促
進
、
③
家
族
介
護
者
を

「
孤
立
化
」
さ
せ
な
い
ケ
ア
ラ
ー
支
援

の
充
実
の
三
点
を
提
言
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
事
例
報
告
と
し
て
、
株
式
会

社
ウ
ェ
ル
ネ
ス
香
川
の
壷
内
令
子
氏
か

ら
「
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
立
場
か
ら

介
護
離
職
を
考
え
る
」、
Ａ
Ｇ
Ｓ
株
式

会
社
の
高
井
秀
夫
氏
か
ら
「
自
社
の
介

護
離
職
の
現
状
と
課
題
」、
株
式
会
社

デ
サ
ン
の
藤
池
一
誠
氏
か
ら
「
介
護
離

職
を
防
ぐ
職
場
づ
く
り
」
と
題
し
て
、

各
々
の
立
場
か
ら
介
護
離
職
の
現
状
や

課
題
等
に
つ
い
て
発
表
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

続
い
て
、
認
知
症
鉄
道
事
故
裁
判　

親
族
の
高
井
隆
一
氏
よ
り
、
世
間
一
般

の
常
識
に
合
わ
な
く
な
っ
た
民
法
の
解

釈
を
変
え
、
介
護
し
て
い
る
家
族
に
安

心
と
救
い
を
与
え
た
「
認
知
症
鉄
道
事

故
裁
判
」
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
高
齢
社
会
を

よ
く
す
る
女
性
の
会
理
事
長
・
東
京
家

政
大
学
名
誉
教
授
の
樋
口
恵
子
氏
か
ら

介
護
離
職
に
つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

樋
口
氏
は
、「
介
護
離
職
は
福
祉
だ

け
で
は
な
く
、
経
済
社
会
に
直
結
し
た

問
題
で
あ
る
」
と
説
明
さ
れ
、
福
祉
系

団
体
だ
け
で
な
く
、
経
営
者
団
体
、
埼

玉
県
全
体
か
ら
の
参
加
を
得
て
本
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
謝
辞

を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
結
城
氏
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
の
下
、
セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
を
交
え
た

活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

◇
樋
口
氏
講
演
概
要

・‌�

介
護
離
職
は
、
経
済
社
会
に
直
結
し

た
問
題
。

・
介
護
離
職
の
四
つ
の
大
罪

　

‌�

①
介
護
離
職
者
の
長
い
未
来
を
食
い

潰
す
罪
（
再
就
職
の
困
難
、
介
護
者

の
給
与
や
年
金
受
給
額
の
低
下
）

　

‌�

②
企
業
の
人
材
育
成
費
が
取
り
返
せ

な
い
罪
（
企
業
が
育
て
た
幹
部
候
補

の
離
職
）

　

‌�

③
社
会
保
障
制
度
を
危
う
く
す
る
罪

（
税
金
・
年
金
保
険
料
を
支
え
る
管

理
職
年
齢
層
が
離
職
）

　

‌�

④
次
の
世
代
を
食
い
潰
す
罪
（
ヤ
ン

グ
ケ
ア
ラ
ー
、
介
護
者
の
子
供
世
代

が
就
学
・
就
職
困
難
に
）

・‌�

介
護
離
職
を
解
決
す
る
こ
と
が
、
日

本
の
高
齢
社
会
の
問
題
を
解
決
す
る

非
常
に
大
き
な
鍵
で
あ
る
。
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現
代
社
会
は
ス
ト
レ
ス
過
多
の
時
代

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
に
よ
り

人
々
へ
の
ス
ト
レ
ス
負
荷
は
一
層
高
ま

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ

ナ
で
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
改
革
、

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
変
更
、
業
務
改

革
に
よ
る
仕
事
分
担
の
変
化
、
テ
レ
ワ

ー
キ
ン
グ
へ
の
シ
フ
ト
等
、
仕
事
の
環

境
変
化
は
相
当
激
し
く
な
る
と
予
想
さ

れ
、
社
員
が
＂
コ
ロ
ナ
う
つ
〟
に
陥

る
リ
ス
ク
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
環
境
対
応
力
の
源
泉
と
さ

れ
る
『
脳
の
活
力
』
に
着
目
し
、
九
月

十
六
日
㈬
、「
脳
の
扱
い
方
を
変
え
目

覚
ま
し
い
成
果
を
出
す
コ
ー
チ
ン
グ
」

と
題
し
、L
e
a
r
n
i
n
g 

a
n
d 

P
e
r
f
o
r
m
a
n
c
e
コ
ン
サ
ル

第
４
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

「
脳
の
扱
い
方
を
変
え
目
覚
ま
し
い
成
果
を
出
す

コ
ー
チ
ン
グ
」
を
開
催

～
ニ
ュ
ー
ロ
コ
ー
チ
ン
グ
R（
目
覚
ま
し
い
成
果
を

出
す
コ
ー
チ
ン
グ
）
の
極
意
を
解
説
～
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の
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知
ら
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十
一

⃝‌�

埼
玉
県
の
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低
賃
金
（
特
定
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十
二

⃝‌�

事
業
だ
よ
り�

十
二

⃝‌�

告
知
版
、
会
員
の
動
き�

十
二

テ
ィ
ン
グ
有
限
会
社
代
表
取
締
役
社
長

の
加
藤
和
宏
氏
に
ご
講
演
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

当
日
は
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル

４
階
市
民
ホ
ー
ル
に
て
開
催
し
、
十
一

名
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◇
セ
ミ
ナ
ー
概
要

〇
演
習

・‌�『
脳
が
活
性
化
し
て
い
る
状
態
イ
メ

ー
ジ
の
記
述
』
と
『
そ
れ
が
現
実

化
し
て
い
る
具
体
的
な
シ
ー
ン
を

「
〇
〇
が
～
し
て
い
る
」
の
形
式
で

記
述
』
す
る
ワ
ー
ク
と
脳
の
覚
醒
レ

ベ
ル
の
チ
ェ
ッ
ク
を
実
施
。

・‌�

達
成
し
た
い
ビ
ジ
ョ
ン
を
明
文
化
し
、

脳
に
イ
メ
ー
ジ
を
焼
き
付
け
る
こ
と

で
学
習
効
果
が
30
％
向
上
す
る
。

〇
脳
の
特
徴
と
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
知
る

・‌�

脳
に
は
、
現
実
と
イ
メ
ー
ジ
を
区
別

で
き
な
い
、「
～
し
な
い
」
と
い
う

否
定
形
を
理
解
で
き
な
い
と
い
う
特

徴
が
あ
る
。

・‌�

成
果
を
出
せ
な
い
原
因
は
、
能
力
不

足
で
は
な
い
。
臓
器
で
あ
る
「
脳
」

の
不
調
に
あ
る
と
考
え
、
脳
の
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ン
を
整
え
る
こ
と
が
重
要
。

・‌�

新
型
コ
ロ
ナ
の
ス
ト
レ
ス
に
よ
り
、

不
眠
が
生
じ
る
の
は
普
通
の
反
応
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
お

け
る
睡
眠
指
針
（
米
国
立
睡
眠
財

団
）
等
を
参
考
に
ケ
ア
を
。

〇‌�

脳
の
活
性
化
の
メ
リ
ッ
ト
と
不
覚

醒
の
デ
メ
リ
ッ
ト

・‌�

覚
醒
レ
ベ
ル
が
高
く
な
る
に
従
い
、

「
睡
眠
、
退
屈
、
中
程
度
の
注
意
、

最
適
レ
ベ
ル
、
ス
ト
レ
ス
、
不
安
、

パ
ニ
ッ
ク
」
と
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
カ

ー
ブ
を
描
く
。

・‌�

課
題
の
特
性
に
よ
り
、
最
適
な
覚
醒

レ
ベ
ル
が
異
な
る
た
め
、
状
況
に
応

じ
て
柔
軟
に
覚
醒
レ
ベ
ル
を
維
持
で

き
る
こ
と
が
大
切
。
例
え
ば
、
経
営

者
が
複
雑
で
判
断
の
難
し
い
課
題
を

決
断
す
る
場
合
、
中
程
度
の
注
意
が

保
て
る
覚
醒
レ
ベ
ル
が
適
合
す
る
。

〇‌�

目
覚
ま
し
い
成
果
を
出
す
コ
ー
チ

ン
グ
の
極
意

・‌�

自
己
変
革
プ
ロ
セ
ス
は
、
①
行
動

の
本
質
的
原
動
力
（
ゴ
ー
ル
）、
②

抵
抗
（
戻
ろ
う
と
す
る
シ
ス
テ
ム
）、

③
影
響
（
戻
そ
う
と
す
る
存
在
）、

④
優
位
性
（
強
い
支
配
的
な
イ
メ
ー

ジ
）、
⑤
統
制
（
ゴ
ー
ル
を
実
現
す

る
習
慣
・
ア
フ
ァ
メ
ー
シ
ョ
ン〔
肯

定
的
な
宣
言
〕
の
実
践
）
の
五
段
階
。

・‌�

経
営
者
は
「
優
位
性
」
と
し
て
、
実

現
し
た
い
ビ
ジ
ョ
ン
を
明
確
に
示
し
、

良
い
イ
メ
ー
ジ
へ
社
員
を
強
く
引
っ

張
っ
て
い
く
と
よ
い
。

・‌�

そ
の
た
め
、
経
営
者
は
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
の
影
響
力
を
高
め
る
こ
と
が
重

要
。

・‌�

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
源
泉
は
、
創
造

力
、
意
思
決
定
力
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
力
、
革
新
力
、
行
動
・
実
践

力
、
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
。

・‌�

創
造
力
の
強
化
…
ベ
テ
ラ
ン
ほ
ど
発

想
力
が
落
ち
る
。
徹
底
的
に
分
析
検

討
し
た
上
で
、
行
き
詰
っ
た
ら
中
断

す
る
。
常
識
を
疑
い
、
３
日
あ
け
て

考
え
る
。

・‌�

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
の
強
化
…

同
期
発
火
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ア
プ
ロ
ー
チ
（
①
相
手
に
同
意
を

示
し
、
相
手
と
同
じ
言
葉
を
使
っ

て
、
相
手
の
脳
に
入
る
話
し
方
を
す

る
。
②「
す
ご
い
な
ぁ
」
な
ど
感
動

し
な
が
ら
聴
く
癖
を
つ
け
る
。
③
新

し
い
情
報
に
反
応
す
る
脳
の
癖
を
活

用
。
新
し
い
情
報
・
視
点
を
提
供
す

る
。
④
弱
み
は
隠
さ
ず
、
オ
ー
プ
ン

に
伝
え
る
。）
を
実
践
す
る
。

・‌�

思
考
、
行
動
、
感
情
に
コ
ー
チ
ン
グ

講演を行う加藤和宏氏

第４回トップセミナーの様子
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九
月
二
三
日
㈬〈
Ｄ
Ａ
Ｙ
１
〉・
一
〇

月
二
二
日
㈭〈
Ｄ
Ａ
Ｙ
２
〉、
大
宮
ソ
ニ

ッ
ク
シ
テ
ィ
に
お
い
て
、
第
一
回
働
き

方
改
革
・
働
き
が
い
向
上
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
Ｄ
Ａ
Ｙ
１
に
三
〇
名
、
Ｄ
Ａ

第
1
回
働
き
方
改
革
・
働
き
が
い
向
上
委
員
会

「
圧
倒
的
組
織
力
向
上
が
み
ら
れ
る
企
業
が
導
入

し
て
い
る
の
は
、
１
ｏ
ｎ
１
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で

す
！
」～＂
基
礎
行
動
〟
と
＂
実
践
行
動
〟
を
、
た
っ

ぷ
り
時
間
を
か
け
て
体
得
し
ま
し
ょ
う
～
を
テ
ー

マ
に
開
催

Ｙ
２
に
三
三
名
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
チ
㈱
パ
ー
ト
ナ
ー
エ

グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
コ
ー
チ
の
加
地
照
子
氏

を
講
師
に
お
迎
え
し
、「
圧
倒
的
組
織

力
向
上
が
み
ら
れ
る
企
業
が
導
入
し
て

い
る
の
は
、
１
ｏ
ｎ
１
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

で
す
！
」～＂
基
礎
行
動
〟
と
＂
実
践
行

動
〟
を
、
た
っ
ぷ
り
時
間
を
か
け
て
体

得
し
ま
し
ょ
う
～
を
テ
ー
マ
に
ご
講
演

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

現
在
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
世
界
は
常
に
変

化
し
予
測
が
つ
き
に
く
い
状
態
に
あ
り

ま
す
。
一
方
、
組
織
に
お
い
て
上
司
一

人
ひ
と
り
が
カ
バ
ー
で
き
る
領
域
は
限

ら
れ
て
お
り
、
人
数
も
限
ら
れ
た
中
で

ど
の
よ
う
に
組
織
力
強
化
を
図
る
か
が

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
様
な
環
境
に
お
い
て
は
、
上

司
が
部
下
に
命
令
を
出
す
の
で
は
な

く
「
上
司
と
部
下
が
相
互
信
頼
を
培
い
、

部
下
に
権
限
移
譲
し
、
部
下
が
目
標
に

向
か
っ
て
他
者
と
と
も
に
主
体
的
に
行

動
し
結
果
を
生
み
出
す
環
境
を
作
り
出

す
」
こ
と
が
必
須
と
な
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

た
だ
、
理
論
と
し
て
は
十
分
に
理
解

で
き
る
場
合
で
も
、
い
ざ
実
行
す
る
と

な
る
と
ど
の
よ
う
な
行
動
を
と
れ
ば
よ

い
の
か
悩
む
方
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
。

そ
の
悩
み
を
解
決
す
る
の
が
「
１
ｏ
ｎ

１
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
で
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
「
１
ｏ
ｎ

１
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
の
基
礎
の
考
え
方

を
学
び
、＂
基
礎
行
動
〟
と
＂
実
践
行

動
〟
を
た
っ
ぷ
り
と
時
間
を
か
け
て
体

得
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
開
催
い
た

し
ま
し
た
。

※「
１
ｏ
ｎ
１
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
と
は

・‌�

内
容　
「
上
司
と
部
下
と
の
間
で
、

週
一
回
か
ら
月
一
回
、
三
〇
分
程
度
、

左
記
内
容
等
を
目
的
と
し
て
定
期
的

に
行
う
一
対
一
の
対
話
」
の
こ
と
。

・‌�

目
的　
「
上
位
下
達
の
組
織
風
土
改

善
」、「
組
織
の
一
体
感
の
醸
成
」、

「
対
話
の
質
の
向
上
を
通
じ
た
＂
自

律
型
社
員
〟
の
育
成
」、「
会
社
と
社

員
の
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
（
絆
）
の

講演を行う加地照子氏

で
働
き
か
け
る
。

・‌�
脳
機
能
の
プ
ロ
セ
ス
は
、「
現
状
把

握
→
評
価
→
選
択
と
実
践
→
結
果
と

プ
ロ
セ
ス
評
価
」

・‌�

コ
ー
チ
ン
グ
は
、
脳
機
能
の
プ
ロ
セ

ス
と
段
階
を
併
せ
、「
視
点
を
変
え

る
→
縛
り
を
と
る
→
迷
い
を
取
り
除

く
→
ゴ
ー
ル
の
基
準
を
上
げ
る
」
と

い
う
プ
ロ
セ
ス
で
行
う
。

・‌�

感
情
的
反
応
を
反
転
さ
せ
る「
驚
き
」

を
も
た
ら
す
想
定
外
の
質
問
で
、
社

向
上
」
等
を
通
じ
て
組
織
力
の
強
化

を
図
る
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
実
際
に
演
習
（
ペ

ア
ワ
ー
ク
）
を
行
い
、
１
ｏ
ｎ
１
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
の
基
礎
行
動
と
実
践
行
動
を

理
解
し
、
実
践
す
る
こ
と
に
努
め
ま
し

た
。

◇
講
演
概
要

１‌�

．‌

圧
倒
的
組
織
力
向
上
が
み
ら
れ
る

企
業
は
、
な
ぜ
１
ｏ
ｎ
１
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
を
導
入
し
て
い
る
の
か

２‌�

．
五
つ
の
基
本
ス
キ
ル
の
体
得
こ
そ
、

１
ｏ
ｎ
１
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
成
功
の

秘
訣

３‌�

．
１
ｏ
ｎ
１
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
有
効

な
コ
ー
チ
ン
グ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を

学
び
、
部
下
と
と
も
に
成
長
す
る

４‌�

．
今
１
ｏ
ｎ
１
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
成

功
し
て
い
る
企
業
は
、
ど
ん
な
努
力

を
重
ね
て
い
る
か 

５‌�

．
五
つ
の
実
践
ス
キ
ル
の
体
得
こ
そ
、

リ
ー
ダ
ー
が
部
下
を
動
機
づ
け
成

果
を
あ
げ
ら
れ
る
要
諦

６‌�

．
１
ｏ
ｎ
１
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
流
れ

を
最
初
か
ら
最
後
ま
で
体
験
し
て

み
る 

　

１
ｏ
ｎ
１
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
実
践
を

通
じ
て
部
下
と
共
に
成
長
し
、
組
織
力

を
向
上
さ
せ
る
こ
と
で
企
業
の
持
続
的

発
展
に
貢
献
で
き
る
リ
ー
ダ
ー
育
成
の

機
会
と
し
て
ご
活
用
い
た
だ
き
ま
し
た
。

員
に
気
づ
き
を
与
え
る
。

〇
ま
と
め

・‌�

強
い
思
い
、
支
配
的
な
イ
メ
ー
ジ
は

必
ず
実
現
す
る
。

・‌�

戦
略
的
に
、
仕
事
や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、

日
常
生
活
で
ビ
ジ
ュ
ア
リ
ゼ
ー
シ
ョ

ン〔
望
む
状
況
を
、
臨
場
感
を
持
ち
、

細
部
ま
で
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
〕

を
活
用
し
、
積
極
的
に
行
動
す
る
こ

と
が
、
目
覚
ま
し
い
成
果
に
つ
な
が

る
。

セミナーの様子

セミナーの様子（感想発表） セミナーの様子（ペアワーク）
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一
〇
月
一
二
日
㈪
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ

テ
ィ
に
お
い
て
、
新
入
社
員
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
研
修
を
開
催
し
、
五
〇
名
に
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
り
そ
な
総
合
研

究
所
㈱
パ
ー
ト
ナ
ー
講
師　

古
澤
美
奈

子
氏
が
講
師
と
な
り
、
ご
指
導
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

例
年
四
月
に
開
催
し
て
い
た
新
入
社

員
研
修
が
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
を
受
け
中
止
と
な
っ
た

た
め
、
新
入
社
員
研
修
の
内
容
も
加
味

し
た
構
成
で
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

入
社
後
半
年
が
経
ち
、
職
場
や
仕
事

に
も
少
し
ず
つ
慣
れ
、
戦
力
と
し
て
大

い
に
期
待
さ
れ
る
一
方
で
、
色
々
な
疑

問
や
不
安
を
抱
く
よ
う
に
な
っ
た
り
、

慣
れ
か
ら
の
気
持
ち
の
緩
み
が
生
じ
た

り
す
る
こ
の
時
期
に
「
入
社
後
の
仕
事

を
振
り
返
り
、
よ
り
良
い
仕
事
を
遂
行

す
る
た
め
の
考
え
方
や
ス
キ
ル
を
学
び
、

今
ま
で
以
上
に
積
極
的
に
仕
事
に
取
り

組
め
る
よ
う
意
欲
の
向
上
を
図
る
」
こ

と
を
目
的
に
、
様
々
な
課
題
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

◇
研
修
の
目
的

・‌�

入
社
後
の
職
場
生
活
を
振
り
返
り
、

見
直
し
を
図
る

・‌�
仕
事
を
円
滑
に
す
る
た
め
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性
を
理
解
す

る
・‌�

効
率
的
な
仕
事
を
す
る
た
め
の
基
本

を
習
得
す
る

・‌�

職
場
で
期
待
さ
れ
る
心
構
え
と
役
割

を
再
確
認
す
る

・‌�

正
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
の
知
識
と

ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ル
を
再
確
認
す
る

・‌�

今
後
の
挑
戦
課
題
と
目
標
設
定
を
考

え
る

　

午
前
は
「
入
社
後
の
職
場
生
活
の
振

り
返
り
」「
効
率
的
な
仕
事
の
進
め
方
」

「
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
①〈
基
本
所
作
〉」

に
取
組
み
ま
し
た
。

　
「
職
場
生
活
の
振
り
返
り
」
で
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
入
社
後
の
経
験
を
「
失
敗

談
・
苦
労
話
・
嬉
し
い
経
験
・
工
夫

点
」
と
い
っ
た
テ
ー
マ
で
ペ
ア
で
共
有

し
、
そ
の
後
発
表
い
た
だ
く
形
で
全
体

共
有
し
ま
し
た
。

　

午
後
は
「
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

セミナーの様子
～ビジネスマナー（電話応対）～

ー
シ
ョ
ン
」「
仕

事
の
優
先
順
位
と

タ
イ
ム
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
」「
ビ
ジ
ネ

ス
マ
ナ
ー
②〈
電

話
〉」「
ビ
ジ
ネ
ス

マ
ナ
ー
の
振
り
返

り
」「
自
己
啓
発
」

に
取
組
み
ま
し
た
。

　
「
ビ
ジ
ネ
ス
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
」
で
は
、
職
場

の
中
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
重

要
性
、
報
告
・
連

絡
・
相
談
の
重
要

性
と
ポ
イ
ン
ト
に

関
し
て
学
び
ま
し

た
。

　
「
ビ
ジ
ネ
ス
マ

ナ
ー
②
」
で
は
、

電
話
応
対
に
関
し

て
の
ロ
ー
ル
プ
レ

イ
ン
グ
を
行
い
ま

し
た
。

　

ま
た
「
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
の
振
り
返

り
」
で
は
テ
ス
ト
形
式
で
「
言
葉
づ
か

い
・
お
辞
儀
の
仕
方
・
名
刺
交
換
・
来

客
対
応
・
訪
問
時
の
マ
ナ
ー
」
を
確
認

し
ま
し
た
。

　

最
後
は
「
明
日
か
ら
の
取
組
み
」
を

宣
言
し
、
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
終
了
し
ま

し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、

セミナーの様子

・‌�

今
ま
で
知
っ
て
は
い
た
が
出
来
て
い

な
い
事
が
多
い
こ
と
に
気
づ
い
た
。

新
入
社
員
と
し
て
一
つ
ひ
と
つ
の
行

動
の
意
味
を
理
解
し
、
責
任
感
を
持

っ
て
よ
り
正
確
・
迅
速
・
丁
寧
に
行

動
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
た
。

・‌�

名
刺
交
換
や
、
報
告
・
連
絡
・
相
談

の
仕
方
、
挨
拶
の
基
本
な
ど
、
じ
っ

く
り
と
理
解
す
る
こ
と
が
出
来
、
為

に
な
り
ま
し
た
。
今
後
の
実
務
に
取

り
入
れ
て
い
き
ま
す
。

・‌�

マ
ナ
ー
だ
け
で
な
く
、
仕
事
の
効
率

的
な
進
め
方
な
ど
が
分
か
り
、
明
日

か
ら
実
践
し
て
い
き
た
い
。

　

異
業
種
の
方
の
意
見
や
考
え
方
も
聞

き
つ
つ
、
入
社
後
半
年
間
の
仕
事
を
振

り
返
り
、
よ
り
良
い
仕
事
を
遂
行
す
る

た
め
の
考
え
方
や
ス
キ
ル
を
学
び
、
積

極
的
に
仕
事
に
取
組
め
る
よ
う
意
欲
の

向
上
を
図
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

セミナーの様子～発表～

セミナーの様子
～ビジネスマナー（名刺交換）～

セミナーの様子～ペア討議～

セミナーの様子
～ビジネスマナー（訪問のマナー）～

新
入
社
員
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
を
開
催

～
職
場
の
戦
力
と
し
て
、
周
囲
か
ら
期
待
さ
れ
る
実

力
を
身
に
つ
け
る
～

講義を行う古澤美奈子氏
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職
場
に
お
け
る
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
の
防
止
措
置
を
講
じ
る
こ
と
を
義
務

付
け
る
「
改
正
労
働
施
策
総
合
推
進

法
」（
い
わ
ゆ
る
パ
ワ
ハ
ラ
防
止
関
連

法
）
が
本
年
六
月
に
（
中
小
企
業
は

二
〇
二
二
年
四
月
予
定
）
施
行
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
回
の
改
正
に
よ
っ
て
、
職
場
に
お

け
る
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
法
的
に

定
義
さ
れ
、
こ
れ
を
防
止
す
る
た
め
に

「
雇
用
管
理
上
必
要
な
措
置
」
を
講
じ

る
こ
と
が
事
業
主
の
法
的
義
務
に
な
り

ま
し
た
。

　

本
会
で
は
こ
れ
を
喫
緊
の
テ
ー
マ
と

し
て
、
十
月
十
九
日
㈪
、
ソ
ニ
ッ
ク
シ

テ
ィ
ビ
ル
四
階
市
民
ホ
ー
ル
に
於
い
て

『
パ
ワ
ハ
ラ
防
止
関
連
法
実
務
対
策
セ

ミ
ナ
ー
』
を
開
催
し
ま
し
た
。

『
パ
ワ
ハ
ラ
防
止
関
連
法
実
務
対
策
セ
ミ
ナ
ー
』

～「
パ
ワ
ハ
ラ
防
止
指
針
」
を
踏
ま
え
た
実
務
対
策

を
解
説
～

　

当
日
は
、
石
嵜
・
山
中
総
合
法
律
事

務
所
の
パ
ー
ト
ナ
ー
弁
護
士
、
塚
越
賢

一
郎
氏
を
講
師
と
し
て
お
迎
え
し
、
十

名
の
方
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

塚
越
弁
護
士
は
、
①
パ
ワ
ハ
ラ
防
止

関
連
法
（
改
正
労
働
施
策
総
合
推
進

法
）
の
内
容
と
ポ
イ
ン
ト
、
②「
パ
ワ

ハ
ラ
防
止
指
針
」
等
に
お
け
る
パ
ワ
ー

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
定
義
と
六
類
型
、
③

「
パ
ワ
ハ
ラ
防
止
指
針
」
等
が
示
す
事

業
主
が
講
ず
べ
き
措
置
の
具
体
的
内
容

と
こ
れ
を
踏
ま
え
た
企
業

の
実
務
対
策
な
ど
に
つ
い

て
、
関
係
法
令
や
指
針
、
新

聞
の
関
連
記
事
な
ど
様
々

な
資
料
を
用
い
て
、
法
案

制
定
に
至
る
ま
で
を
時
系

列
に
分
か
り
や
す
く
解
説

し
ま
し
た
。

　

特
に
、
パ
ワ
ハ
ラ
だ
け
で

は
な
く
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

に
お
け
る
「
悪
」
い
わ
ゆ

る
企
業
の
リ
ス
ク
な
ど
を

体
系
別
に
詳
し
く
解
説「
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
は
労
働
生
産

性
低
下
に
お
け
る
収
益
低

下
、
そ
し
て
収
益
活
動
を

妨
げ
る
＂
悪
〟
の
影
響
度

が
最
も
大
き
い
」
と
強
調

し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
企
業
の
実
務
対
策
と
し
て
、

▽
パ
ワ
ハ
ラ
指
針
に
お
け
る
定
義
と
六

つ
の
行
為
類
型
、
▽
パ
ワ
ハ
ラ
行
為
の

実
例
と
判
例
、
▽
パ
ワ
ハ
ラ
の
事
前
防

止
の
た
め
の
措
置
（
事
前
措
置
）、
▽

パ
ワ
ハ
ラ
が
発
生
し
た
場
合
の
事
実
認

定
と
対
応
、
▽
パ
ワ
ハ
ラ
が
発
生
し
た

場
合
の
事
後
措
置
な
ど
に
つ
い
て
解
説

し
ま
し
た
。

　

解
説
終
了
後
の
質
疑
応
答
で
は
、
複

数
の
方
が
質
問
し
、
塚
越
弁
護
士
は
質

問
に
対
し
歯
切
れ
よ
く
回
答
し
ま
し
た
。

ま
た
、
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
も
熱
心
に
個

別
質
問
さ
れ
る
参
加
者
も
見
受
け
ら
れ
、

関
心
の
高
さ
が
覗
わ
れ
ま
し
た
。

【
参
考
】

一‌�

、
職
場
の
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
の
定
義
（
パ
ワ
ハ

ラ
指
針
よ
り
）

①
職
場
に
お
い
て
行
わ
れ
る

優
越
的
な
関
係
を
背
景
と
し

た
言
動
で
あ
っ
て
、
②
業
務

上
必
要
か
つ
相
当
な
範
囲
を

超
え
た
も
の
に
よ
り
、
③
労

働
者
の
就
業
環
境
が
害
さ
れ

る
も
の

二‌�

、
職
場
の
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
の
六
つ
の
行
為

類
型

イ‌�

身
体
的
な
攻
撃
（
暴
行
・

傷
害
）

ロ‌�

精
神
的
な
攻
撃
（
脅
迫
・

名
誉
棄
損
・
侮
辱
・
ひ
ど

い
暴
言
）

ハ‌�

人
間
関
係
か
ら
の
切
り
離

し
（
隔
離
・
仲
間
外
し
・

無
視
）

ニ‌�

過
大
な
要
求
（
業
務
上
明

ら
か
に
不
要
な
こ
と
や
遂
行

不
可
能
な
こ
と
の
強
制
、仕

事
の
妨
害
）

ホ‌�

過
小
な
要
求
（
業
務
上
の

合
理
性
な
く
、
能
力
や
経

験
と
か
け
離
れ
た
程
度
の

低
い
仕
事
を
命
じ
る
こ
と

や
仕
事
を
与
え
な
い
こ
と
）

ヘ‌�
個
の
侵
害
（
私
的
な
こ
と

に
過
度
に
立
ち
入
る
こ

と
）

当日の会場

「人生100年時代」の資産形成と
埼玉県の医療体制を応援します。

詳しくは
埼玉りそな銀行の
特設サイトへ！

「人生100年時代」のため、ESG投資と
国際分散投資により中長期の資産形成
をサポートします。

資産運用を通じて地域・社会へ貢献する
とともに、対象投資信託を通じた寄附に
より埼玉県の医療体制を応援します。

お客さまの資産形成をサポート

埼玉県の医療体制を応援

講師の石嵜・山中総合法律事務所
パートナー弁護士　塚越賢一郎氏
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研 　 究 　 の 　 内 　 容 産業への展開
専門は遺伝子組換え技術
を用いた作物の分子育
種ですが、他にも、質量
分析計を用いた成分分析、
遺伝子情報を用いた生物
分類や環境評価、遺伝子
組換え技術に関する講習
会など、お手伝いが可能
かと思います。お気軽に
ご相談ください。
学歴・略歴
川合 真紀
（かわい　まき）
1995年　東京大学大学院
理学系研究科植物学専攻、
博士（理学）
2008年　埼玉大学理工学
研究科准教授
2014年　同教授
2020年4月より　産学官
連携・社会連携・広報担
当副学長

歴史の研究は、直接、現
在のために役立つもの
ではないかもしれません。
しかし、「政党内閣期」
を振り返り、政党や産業
政策について考えること
は、間接的にでも、産業
の世界に示唆を与えるか
もしれません。
学歴・略歴
土川 信男
（つちかわ　のぶお）
東京大学大学院法学政治
学研究科博士課程修了、
博士（法学）。埼玉大学
経済学部専任講師、同准
教授を経て、現職。

「政党内閣期」の研究
大学院人文社会科学研究科　政治学研究領域　土　川　信　男  准教授

私は、戦前日本の「政党内閣期」
について研究しています。政党内

閣期とは、1924（大正 13）年６月、第２次護憲運動
によって第１次加藤高明内閣が成立してから、1932（昭
和７）年５月、五・一五事件によって犬養毅内閣が倒
壊するまで、政党内閣が継続した期間を指します。こ
の間、最初の第１次加藤内閣は三つの政党の連立内閣
でしたが、その後、第２次加藤内閣から犬養内閣まで
は二大政党が交互に政権を担当しました。

日本の通史を複数巻で描くシリーズ本などでは、最
近まで「大正デモクラシー」の巻の次に「ファシズム」
の巻が続くことが多かったように思います。歴史研究
者には「激動の時代」を好む人が多いのかもしれませ
ん。ところが私は、自分が平凡な人間なせいか、ある
いは高度経済成長が軌道に乗った時代に育ったせい
か、「安定の時代」に興味があります。そのような私は、
従来、大正デモクラシーによって生まれたものの、す
ぐファシズムに飲み込まれて消えてしまった徒花のよ
うに考えられていた政党内閣期を、一つの独立した時
代として捉えたいと思っています。

政党内閣期には、立憲政友会と憲政会（後に立憲民

政党）という二大政党が、政策を競い合いました。こ
れまでの研究では、政友会の積極財政と憲政会・民政
党の緊縮財政との対立、政友会の田中外交（田中義一
首相兼外相）と憲政会・民政党の幣原外交（幣原喜重
郎外相）との対立が注目を集めてきました。私は産業
政策に照明を当て、従来から盛んであった軽工業をさ
らに発達させて輸出を振興しようとした憲政会・民政
党と、新たに重化学工業を育成して、当時の日本にとっ
て弱点であった輸入の
抑制を図ろうとした政友
会との対立を重視してい
ます。政友会の政務調査
会長などを務め、産業政
策の立案を主導した山
本条太郎は、一般にはあ
まり知られていませんが、
もっと評価されてよい人
であると思います。

植物の代謝研究� ―基礎研究からゲノム編集まで―
大学院理工学研究科　戦略的研究部門　グリーン環境領域

川　合　真　紀  教授
今年のノーベル化学賞は、ゲノ

ム編集が選ばれました。「ゲノム編
集」は、細菌がウイルスから自分の身を守るために持
つシステムを、遺伝子の切り出しや書き換えのツール
として発展させたもので、いまや世界中の生物学者が
使用する重要な技術となっています。今後、様々な製
品（医薬品、食料、素材など）がこの手法を用いて生
まれる事でしょう。しかし、この夢のような技術が確
立されるためには、そこに至るまでの膨大な基礎研究
の積み重ねがあり、大学の研究の大部分はそうした科
学技術の基盤を支えるものだと私は考えています。

私の専門は、植物の代謝研究です。植物は光エネ
ルギーを利用して大気中の二酸化炭素を有機物に固
定し、動物には作れない物質を生産する能力を持って
います。しかし、その物質生産の過程には謎がたくさ
ん存在します。その謎を解き明かし、得られた知見を
基にその生産能力を改変したい、というのが私の研究
のテーマです。そのためには、基礎学問として植物の
持っているシステムを理解すること、そしてそれを工
学的に改変して役立てるという両方のアプローチが必
要です。その工学的改変の部分で、「ゲノム編集」は

必須の技術なのです。今後、アレルゲン等の有害成分
を含まない作物や、健康に役立つ成分を大量に含む植
物など、たくさんの役立つ作物が作られることでしょ
う。現在、私の研究は、真に製品化まではほど遠いで
すが、企業との共同研究も実施し、少しずつ実用化に
向けた部分も進行中です。ご期待ください。

また、本年 4 月より、産学官連携・社会連携・広
報担当副学長の任につき、まさに、大学の研究を社会
に広く認知していただき、共同研究・開発に発展させ
ていただくための広報活動を担っております。埼玉大
学の中には、個性的な研究を展開している方、また優
れた研究成果をお持ちの先生方がたくさんおられます。
これから、そうい
う先生方と皆さま
の間をつなげる機
会を増やしていき
たいと考えており
ますので、是非と
も、よろしくお願
いいたします。

埼玉大学研究者との出会いの広場
今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。

埼玉県経営者協会 専務理事　廣澤　健一　☎048‐647‐4100︎
048‐641‐0924

シリーズ
第121回

代謝研究に使用される実験植物
「シロイヌナズナ」

山本条太郎（出典：『犬養内
閣』同編纂所，1932年）
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住宅の省エネ・快適・耐久性の向上に取り組む
建設学科　松　岡　大　介  准教授

松岡　大介（まつおか　だいすけ）准教授　博士（工学）　一級建築士。東洋大学建築学科卒業、同大博士前期課程修了、株式会
社ポラス暮し科学研究所、京都大学大学院博士後期課程、2017年にものつくり大学に着任、現在に至る。IBECサステナブル住宅賞
受賞、埼玉県環境建築住宅賞受賞。日本建築学会、空気調和・衛生工学会所属。（連絡先：048-564-3898／matsuoka@iot.ac.jp）

　私の専門は建築環境工学の温熱環境です。
特に、住宅の省エネ・快適性・耐久性（通
気・結露防止）の向上について研究してい

ます。今年度のトピックとしては、公的機関や企業からの委託研究で
支援を受けて、キャンパス内に木造2階建て、延べ床面積109㎡の実験
住宅を建設することです。そこでは、住宅メーカーや換気メーカーな
どの企業に加え、我が国での名立たる他大学とともに共同研究を行う
ことになっています。私の専門である、小屋裏空間の結露防止や外壁
通気層の研究、気密性能の研究のほか、居住空間の通風性能や昼光利
用、吹き抜け空間の暖房時の快適性の向上や、蓄熱材利用による室温
変化と省エネ性について実験・研究していく予定です。
　実大住宅の実験では、「ある条件とある条件を比較して、こういう
違いが出ました」との結果は、住宅会社やエンドユーザーには分かり
易くて良いのですが、では「その仕様やシステムを北海道に持ち込ん
だらどうなるのか？」や、「こういう住まい方になったらどうなるの
か？」については答えられません。そのため、建築環境工学の分野で

は、気象条件や住まい方などが変わっても、「こうなるはずだ」と答
えられるように、コンピューターシミュレーション（計算）が発展し
ています。ただ、まだまだ計算に使用する物理的基礎式や入力する建
物形状などのモデル化と検証（信頼性）が十分ではないところも多く
あります。したがって、もの大実験住宅では、比較実験よりも計算の
モデル化と検証を重視して実験していきます。なお、この実験住宅で
は今後も長期に渡って利用、研究していく予定です。ご興味がある方
は、気軽にお声かけください。

堀内　勉（ほりうち　つとむ）教授・博士（理学）　早稲田大学大学院理工学研究科修士課程修了。日本電信電話株式会社研
究所を経て、2014年4月より現職。（連絡先：048-564-3831／horiuchi@iot.ac.jp）

　新型コロナウイルス感染症の拡大から、
抗体検査、抗原検査、PCR検査などの専門用語が広く報道されるよう
になりました。検査では患者から採取した微量な検体液を無駄にする
ことはできません。1970年代に集積回路を製造することで発展してき
た微細加工技術を利用して、チップ上に微細な流路を作り込み、高度
な微量分析を行う研究が本格化しました。Micro-TAS（Micro Total 
Analysis Systems）やLab-on-a-chip（化学分析チップ）と呼ばれる
技術で、現在ではOrgan-on-a-chip（生体機能チップ）、Human-on-a-
chip（人体機能チップ）へとコンセプトが発展しています。いずれの
研究でも、液体を流すポンプ技術が重要になります。抗体検査、抗原
検査ではろ紙に検体液が染み込む毛細管力を利用して送液しています。
送液のためのコストが低く検体液も無駄にすること無く送液できるた
め、患者間の交差汚染を望まない使い切りの検査チップには好適なわ
けです。一方でより複雑な分析や長い時間がかかる実験ではろ紙に代
わるポンプ技術が必要になります。当研究室では、垂直に多数の毛細
管を集積した構造のポンプを中心に研究しています。このポンプには、

ほぼ一定流速で液体を流せる特徴があることを実証しました。一本の
毛細管では、吸い込むに従って次第に流速が遅くなってきますが、多
数の毛細管が同時に機能している状態では（下図）、毛細管同士が協
調し流速を調整する結果、全体として一定流速となります。集積毛細
管はアクリルにレーザで穿孔して作製しましたが、より形状の揃った
集積毛細管を実現するため高分子製や、生化学実験などを繰り返し行
えるガラス製の集積毛細管の製作に関する研究を行っています。

マイクロ化学デバイス研究室の紹介
総合機械学科　堀　内　　　勉  教授

今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。
埼玉県経営者協会 専務理事　廣澤　健一　☎048‐647‐4100︎

048‐641‐0924

気密性能に関する研究
壁と床の取合い部の試験体製作

実験住宅完成予想図

「ものつくり大学」へようこそ
連 載
第102回

左の太い管と右の15本の毛細管（高さ4㎜）は下部で横向きの毛細管
で接続されている（写真では見えない）。左の太い管に滴下されたサンプ
ルは、15本の毛細管が協調する結果、左から右へ一定流速で流れる
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す
。

　

昨
年
二
月
に
竣
工
・
稼
働
さ
れ
た
新

物
流
セ
ン
タ
ー「
食
空
間
創
造
Ｂ
ａ
ｓ

ｅ
」
の
見
学
と
臼
田
社
長
よ
り
「
食
空

間
創
造
Ｂ
ａ
ｓ
ｅ
で
実
現
し
た
い
こ

と
」
と
題
し
て
、
講
演
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

講
演
で
は
新
物
流
セ
ン
タ
ー
立
ち
上

げ
ま
で
の
過
程
や
、
立
ち
上
げ
に
込
め

た
想
い
、
ま
た
「
真
の
働
き
方
改
革
」

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
結
果
、
時
短
と
生

産
性
向
上
で
得
ら
れ
た
効
果
等
に
関
し

て
、
詳
し
く
う
か
が
い
ま
し
た
。

　

続
い
て
新
物
流
セ
ン
タ
ー「
食
空
間

創
造
Ｂ
ａ
ｓ
ｅ
」
を
見
学
い
た
し
ま
し

た
。

　

新
物
流
セ
ン
タ
ー
は
、
三
階
建
て
で

長
の
「
快
適
な
環
境
を
創
る
こ
と
で
、

社
員
の
『
働
き
が
い
』
に
繋
げ
た
い
」

と
の
想
い
が
お
あ
り
に
な
る
と
の
こ
と
、

随
所
に
そ
の
想
い
を
感
じ
と
れ
る
見
学

と
な
り
ま
し
た
。

◇‌�

施
設
見
学　

桶
川
飛
行
学
校
平
和

祈
念
館
見
学

　

桶
川
飛
行
学
校
平
和
祈
念
館
は
、
当

時
の
熊
谷
陸
軍
飛
行
学
校
桶
川
分
教
場

の
建
物
を
活
用
し
、
平
和
を
発
信
し
、

平
和
を
尊
重
す
る
社
会
の
実
現
、
お
よ

び
地
域
の
振
興
に
寄
与
す
る
た
め
の
施

設
と
し
て
、
今
年
八
月
に
開
館
し
ま
し

た
。

　

祈
念
館
で
は
「
熊
谷
陸
軍
飛
行
学
校

桶
川
分
教
場
と
昭
和
の
戦
争
」「
桶
川

分
教
場
で
の
学
校
生
活
」「
寝
室
の
復

元
」「
飛
行
学
校

か
ら
戦
地
へ
」

「
戦
争
か
ら
平

和
へ
」
と
い
っ

た
貴
重
な
展
示

を
見
学
し
ま
し

た
。

◇‌�

企
業
視
察
②

関
東
食
糧
㈱

（
臼
田
真
一

朗
代
表
取
締

役
社
長
）

　

関
東
食
糧
㈱

は
、
昭
和
四
五

年
に
創
業
さ
れ

た
、
業
務
用
食

材
の
卸
売
業
で

　

埼
玉
県
の
委
託
事
業「
県
内
企
業
応

援
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
業
（
大
学

生
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
業
）」
で
は
、

本
会
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
を
十
一
月
か
ら

一
月
に
か
け
、
三
回
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
を
受
け
、
実
施
率
の
高
い
夏
期
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
、
例
年
よ
り
も
極

端
に
少
な
い
実
施
と
な
り
、
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
を
望
ん
で
い
た
学
生
の
多
く

が
、
職
場
で
の
就
業
体
験
や
業
界
研
究

な
ど
が
困
難
な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
会
で
は
、
大
学
生
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
事
業
の
中
で
夏
期
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
を
冬
期
・
春
期
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
に
ス
ラ
イ
ド
さ
せ
る
た
め
の
マ
ッ
チ

ン
グ
会
な
ど
を
積
極
的
に
開
催
し
て
い

き
ま
す
。　

◆‌�
十
一
月
二
四
日
㈫　

Z
o
o
m
使

用

「
オ
ン
ラ
イ
ン
マ
ッ
チ
ン
グ
会
」～
ソ

ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
市
民
ホ
ー
ル
～（
学
生

は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
参
加
）

◆
十
二
月
九
日
㈬

「
大
学
と
企
業
担
当
者
と
の
情
報
交
換

交
流
会
」～
ウ
ェ
ス
タ
川
越
～

　

〇�

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、
採
用
状
況

な
ど
に
関
す
る
講
演
と
情
報
交

換
会

◆
一
月
二
十
日
㈬

「
マ
ッ
チ
ン
グ
会
」～
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ

ィ
地
下
展
示
場
～

※
イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
は
大
学
生
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

九
月
一
七
日
㈭
に
青
年
経
営
者
部
会

の
九
月
例
会
を
開
催
し
二
一
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

今
例
会
は
「
メ
ン
バ
ー
例
会
」
と
い

た
し
ま
し
て
、
青
年
部
会
部
会
員
の
二

企
業
様
の
企
業
視
察
、
並
び
に
桶
川
飛

行
平
和
祈
念
館
の
施
設
見
学
を
行
い
ま

し
た
。　

◇‌�

企
業
視
察
①　

丸
和
工
業
㈱
（
矢

部
利
人
代
表
取
締
役
社
長
）

　

丸
和
工
業
㈱
は
、
昭
和
三
九
年
に
創

業
さ
れ
た
総
合
建
設
業
で
す
。
視
察
で

は
、
昨
年
一
二
月
に
完
成
し
た
新
社
屋

を
見
学
い
た
し
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
同
社
専
務
取
締
役　

西
潟
孝

之
氏
よ
り
、
新
社
屋
の
コ
ン
セ
プ
ト
や

施
工
過
程
等
を
ご
説
明
い
た
だ
き
、
そ

の
後
、
新
社
屋
内
を
ご
案
内
い
た
だ
き

ま
し
た
。
床
板
や
壁
面
素
材
に
こ
だ
わ

り
つ
つ
、
間
接
照
明
や
外
か
ら
の
採
光

を
活
用
し
た
社
屋
は
、
さ
な
が
ら
美
術

館
の
よ
う
な
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
が
あ

り
、
か
つ
、
随
所
に
社
員
の
方
へ
の
配

慮
が
感
じ
ら
れ
る
工
夫
が
施
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

新
社
屋
建
設
の
背
景
に
は
、
矢
部
社

〈丸和工業㈱新社屋外観〉

〈丸和工業㈱新社屋見学の様
子〉

「
メ
ン
バ
ー
例
会　

メ
ン
バ
ー
企
業
視
察
・
施
設
見

学
」
丸
和
工
業
㈱
・
関
東
食
糧
㈱
企
業
視
察
、
桶
川

飛
行
学
校
平
和
祈
念
館
見
学

青
年
経
営
者
部
会
　
九
月
例
会
開
催

十
一
月
以
降
の

�
イ
ベ
ン
ト
告
知

大
学
生
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
事
業

https://www.
s a i t a m a -
internship.jp/

〈関東食糧㈱新物流センター「食空
間創造Base」〉

〈桶川飛行学校平和祈念館での
集合写真〉
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お
り
、
今
年
は
二
一
一
名
の
方
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
感
染
防
止
対
策
を
徹
底
し
、

五
〇
社
を
超
え
る
企
業
が
参
加
す
る
中
、

各
ブ
ー
ス
で
は
多
く
の
求
職
者
が
真
剣

に
企
業
担
当
者
の
話
に
耳
を
傾
け
て
い

ま
し
た
。

延
べ
面
積
は
六
四
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
、

一
部
を
四
階
建
て
に
し
本
社
機
能
を
移

転
さ
れ
ま
し
た
。
外
気
に
触
れ
な
い
密

閉
型
の
倉
庫
で
、
冷
凍
、
冷
蔵
、
ワ
イ

ン
用
、
常
温
に
対
応
し
、
温
度
管
理
を

徹
底
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

品
質
管
理
を
向
上
さ
せ
る
と
共
に
作

業
効
率
を
高
め
て
、
時
短
や
生
産
性
向

上
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
と
い
う
物
流

セ
ン
タ
ー
と
、
快
適
な
環
境
を
作
る
こ

と
で
社
員
の
方
の
「
働
き
が
い
」
を
追

求
し
た
本
社
機
能
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
参
加
者
全
員
で
「
情
報
交

換
会
」
を
行
い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
の
影

響
や
自
社
の
取
組
（
Ｉ
Ｔ
ツ
ー
ル
の
活

用
状
況
や
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
等
）、

様
々
な
業
種
の
現
状
等
を
共
有
し
ま
し

た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
メ
ン
バ
ー
企
業
視

察
に
関
し
て
「
働
く
意
欲
が
生
ま
れ
る

職
場
環
境
を
構
築
す
る
こ
と
が
社
員
の

『
働
き
が
い
』
に
繋
が
る
こ
と
を
実
感

し
た
」
と
い
っ
た
感
想
や
、
施
設
見
学

に
関
し
て
「
平
和
の
大
切
さ
を
感
じ
る

貴
重
な
場
所
を
見
学
し
、
あ
ら
た
め
て

埼
玉
の
魅
力
を
知
る
貴
重
な
機
会
と
な

っ
た
」
と
い
っ
た
感
想
が
聞
こ
え
ま
し
た
。

「
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
研
修
～
こ
れ

か
ら
の
働
き
方
を
考
え
よ
う
～
」
開

催
　

七
月
四
日
㈯
、W
i
t
h 

y
o
u
さ

い
た
ま
に
お
い
て
、
人
生
一
〇
〇
年
時

代
に
、
今
後
も
活
躍
し
て
い
く
た
め
の

キ
ャ
リ
ア
を
考
え
、
今
や
る
べ
き
こ
と

を
明
確
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

カ
ラ
ー
＆
イ
メ
ー
ジ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

の
大
網
香
苗
氏
に
よ
る
講
座
、「
キ
ャ

リ
ア
デ
ザ
イ
ン
研
修
～
こ
れ
か
ら
の
働

き
方
を
考
え
よ
う
～
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
当
日
は
、
十
名
に
ご
参
加
い
た
だ

き
ま
し
た
。

「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
メ
ン
バ
ー
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
」
開
催

　

七
月
十
四
日
㈫
、W
i
t
h 

y
o
u

さ
い
た
ま
に
お
い
て
、「
自
分
ら
し
い
」

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
取
り
方
や
メ
ン
バ

ー
の
成
長
を
促
進
す
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

方
法
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
キ

ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
内
田
ひ
と

み
氏
に
よ
る
講
座
、「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
と
メ
ン
バ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
六
名
に
ご
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
自
分
の
「
強
み
」
を
知
っ
て
伸
ば

そ
う
」
開
催

　

七
月
二
十
九
日
㈬
、W
i
t
h 

y
o
u
さ
い
た
ま
に
お
い
て
、
得
意
・

不
得
意
や
期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど

を
整
理
し
、
強
み
を
伸
ば
す
方
法
を
学

ぶ
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
中
小
企
業
診

断
士
の
上
岡
実
弥
子
氏
に
よ
る
講
座
、

「
自
分
の
『
強
み
』
を
知
っ
て
伸
ば
そ

う
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
七

名
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
仕
事
の
進
め
方 
基
礎
～
基
礎
力
Ｕ

Ｐ
編
～
」
開
催

　

八
月
六
日
㈭
、W
i
t
h 
y
o
u
さ

い
た
ま
に
お
い
て
、
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
マ
ナ
ー
の
基
礎
を
チ

ェ
ッ
ク
し
、「
ス
ム
ー
ズ
な
報
連
相
」

を
学
び
仕
事
に
役
立
て
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
中
小
企
業
診
断
士
の
上
岡
実

弥
子
氏
に
よ
る
講
座
、「
仕
事
の
進
め

方
基
礎
～
基
礎
力
Ｕ
Ｐ
編
～
」
を
開
催

し
ま
し
た
。
当
日
は
、
十
名
に
ご
参
加

い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
コ
ー
チ
ン
グ
ス
キ
ル 

基
礎
」
開
催

　

八
月
七
日
㈮
、W
i
t
h 

y
o
u
さ

い
た
ま
に
お
い
て
、
教
え
る
の
で
は
な

く
、
部
下
の
能
力
を
引
き
出
す
傾
聴
、

コ
ー
チ
ン
グ
ス
キ
ル
の
基
礎
を
学
ぶ
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
中
小
企
業
診
断
士

の
上
岡
実
弥
子
氏
に
よ
る
講
座
、「
コ

ー
チ
ン
グ
ス
キ
ル
基
礎
」
を
開
催
し
ま

し
た
。
当
日
は
、
五
名
に
ご
参
加
い
た

働く女性応援講座を開催（キャ
リアデザイン研修）

令
和
二
年
度
働
く
女
性
応
援
講
座
・
七
月
四
日
～
八

月
十
九
日
全
六
講
座
を
開
催

【
埼
玉
県
女
性
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
と
共
催
】

〈講演をする関東食糧㈱臼
田真一朗社長〉

　

厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
、
埼
玉
新
卒
応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
、
埼
玉
わ
か
も
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
主

催
、
日
本
労
働
組
合
総
連
合
会
埼
玉
県

連
合
会
、
埼
玉
県
社
会
保
険
労
務
士
会
、

埼
玉
県
、
本
会
と
の
共
催
で
十
月
五
日

㈪
に
、
既
卒
三
年
以
内
の
方
及
び
三
四

歳
以
下
の
若
者
対
象
就
職
面
接
会
を
大

宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
地
下
展
示
場
で
開

催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
面
接
会
は
、高
校
・
専
門
学
校
・

短
大
・
大
学
等
を
卒
業
し
て
概
ね
三
年

以
内
の
方
及
び
三
四
歳
以
下
の
若
者
と
、

埼
玉
県
内
に
就
業
場
所
の
あ
る
事
業
所

を
中
心
と
し
た
企
業
が
一
堂
に
会
す
る

就
職
面
接
会
で
、
早
期
就
職
の
実
現
を

積
極
的
に
支
援
す
る
た
め
に
開
催
し
て

各企業ブースでの面接会の様子

既
卒
三
年
以
内
の
方
及
び
三
四
歳
以
下
の
若
者
対

象
就
職
面
接
会
を
開
催

だ
き
ま
し
た
。

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
基

礎
～
傾
聴
・
伝
え
方
～
」
開
催

　

八
月
十
九
日
㈬
、W
i
t
h 

y
o
u

さ
い
た
ま
に
お
い
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
基
礎
と
な
る
聴
き
方
、
伝
え

方
の
基
本
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

就
職
支
援
・
キ
ャ
リ
ア
教
育
講
師
の
内

海
典
子
氏
に
よ
る
講
座
、「
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
基
礎
～
傾
聴
・
伝

え
方
～
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、

九
名
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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陽
性
・
濃
厚
接
触
者
等
の
社
内
対
応

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
、
陽
性

と
診
断
さ
れ
た
社
員
に
つ
い
て
は
、
医
師
か

ら
保
健
所
へ
届
出
ら
れ
、
保
健
所
か
ら
は
、

会
社
に
対
し
、
調
査
実
施
の
連
絡
が
行
わ
れ
、

濃
厚
接
触
者
等
の
決
定
や
事
業
所
の
消
毒
等

の
実
施
、
ク
ラ
ス
タ
ー
へ
の
対
応
、
対
象
者

の
就
業
制
限
等
の
措
置
が
行
わ
れ
る
（
感
染

症
法
第
一
五
条
～
二
三
条
）

　

そ
う
な
る
と
会
社
は
、
関
係
あ
る
従
業
員

に
こ
れ
を
周
知
し
、
本
人
は
も
と
よ
り
濃
厚

接
触
者
等
へ
の
一
連
の
対
応
措
置
が
必
要
と

な
る
。

　

一
方
、
社
内
で
公
表
さ

れ
た
た
め
差
別
や
い
じ

め
・
嫌
が
ら
せ
等
の
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
を
受
け
る
可
能

性
も
あ
る
。

本
人
の
同
意
な
く
て
も
許

さ
れ
る
場
合

　

個
人
情
報
保
護
法
は
、
保
有
す
る
個
人
デ

ー
タ
に
つ
い
て
、
事
業
者
は
原
則
と
し
て
、

本
人
に
通
知
等
し
て
い
る
利
用
目
的
と
は
異

な
る
目
的
で
利
用
し
、
又
は
、
本
人
の
同
意

な
く
第
三
者
に
提
供
す
る
こ
と
は
禁
じ
て
い

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
例
外
と
し
て
、

次
の
場
合
に
は
本
人
の
同
意
を
得
る
こ
と
な

く
、
目
的
外
利
用
や
第
三
者
へ
の
提
供
が
許

さ
れ
て
い
る
。

①
法
令
に
基
づ
く
場
合

②‌�

公
衆
衛
生
の
向
上
の
た
め
特
に
必
要
が
あ

る
場
合

③‌�

国
、
地
方
公
共
団
体
、
そ
の
委
託
を
受
け

た
者
が
、
法
令
の
事
務
連
絡
に
協
力
す
る

必
要
が
あ
る
場
合
（
同
法
第
一
六
条
三
項
、

二
三
条
第
一
項
）

感
染
者
・
濃
厚
接
触
者
の
社
員
の
公
表

　

社
員
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
や

濃
厚
接
触
者
が
出
た
と
き
に
、
社
内
公
表
す

る
場
合
に
つ
い
て
、
同
一
事
業
者
内
で
の
個

人
デ
ー
タ
の
提
供
は
、『
第
三
者
提
供
』
に

該
当
し
な
い
た
め
、
社
内
で
個
人
デ
ー
タ
を

共
有
す
る
場
合
に
は
、
本
人
同
意
は
必
要
な

い
。　

（
個
人
情
報
委
員
会
回
答
）

　

こ
れ
は
、
第
三
者
の
範
囲
に
関
す
る
例
外

と
し
て
「
個
人
デ
ー
タ
を
特
定
の
者
と
の
間

で
共
同
利
用
す
る
場
合
」（
同
法
第
二
三
条

五
項
三
号
）
に
は
、
第
三
者
提
供
に
は
該
当

し
な
い
か
ら
で
あ
る
。

社
員
の
家
族
に
感
染
者
が
出
た
場
合

　

社
員
の
家
族
に
感
染
者
が
生
じ
た
場
合
で

あ
っ
て
、
本
人
が
濃
厚
接
触
者
に
該
当
し
、

あ
る
い
は
そ
の
疑
い
が
あ
る
と
い
っ
た
場
合

に
つ
い
て
も
、
会
社
と
し
て
は
感
染
防
止
上

の
対
策
を
講
ず
る
必
要
が
あ
る
の
で
、
本
人

に
関
し
そ
の
旨
の
連
絡
を
求
め
、
こ
れ
を
社

内
の
関
係
者
に
周
知
す
る
と
い
う
対
応
が
必

要
な
の
で
、
前
記
同
様
、
該
当
し
な
い
。

取
引
先
に
情
報
提
供
す
る
場
合

　

社
員
が
感
染
し
た
場
合
で
、
当
該
社
員
に

接
触
し
た
と
考
え
ら
れ
る
取
引
先
の
関
係
者

が
い
る
と
き
、
取
引
先
に
そ
の
旨
情
報
を
提

供
す
る
必
要
が
感
染
防
止
上
あ
る
。
そ
こ
で
、

当
該
社
員
の
個
人
デ
ー
タ
を
取
引
先
に
提
供

す
る
場
合
、
仮
に
そ
れ
が
当
初
特
定
し
た
利

用
目
的
の
範
囲
を
超
え
て
い
た
と
し
て
も
、

取
引
先
で
の
二
次
感
染
防
止
や
事
業
活
動
の

継
続
の
た
め
、
ま
た
公
衆
衛
生
の
向
上
の
た

め
に
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
本
人
の
同
意

は
必
要
な
い
（
同
前
回
答
）。

社
内
の
規
定
化
等
の
周
知
の
必
要

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
の
場
合
で

も
「
要
配
慮
個
人
情
報
」
な
の
で
慎
重
な
取

扱
い
が
必
要
で
、
社
員
全
員
に
そ
の
場
合
の

取
扱
い
を
で
き
る
だ
け
事
前
に
周
知
し
て
お

く
こ
と
や
規
定
化
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

こ
れ
は
、
改
正
安
衛
法
一
〇
四
条
の
定
め
る

「
適
正
な
心
身
の
健
康
情
報
」
の
取
扱
い
と

し
て
も
規
定
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

十
一
月
は

「‌�
労
働
保
険
適
用
促
進

強
化
期
間
」で
す
。

　

労
働
保
険
は
労
災
保
険
と
雇
用

保
険
の
総
称
で
、
政
府
が
管
理
運

営
し
て
い
る
強
制
加
入
の
保
険
制

度
で
す
。

　

労
働
者
が
業
務
上
負
傷
し
た
場

合
、
労
働
者
が
失
業
し
た
場
合
等

に
必
要
な
保
険
給
付
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

労
働
保
険
は
、
原
則
と
し
て
、

労
働
者
を
一
人
で
も
雇
用
し
て
い

れ
ば
、
加
入
手
続
を
行
い
、
労
働

保
険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

ま
だ
加
入
さ
れ
て
い
な
い
事
業

主
の
方
は
、
速
や
か
に
加
入
手
続

を
行
う
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
手
続
指
導
及
び
加
入
勧

奨
活
動
に
よ
っ
て
も
、
自
主
的
な

加
入
手
続
を
行
わ
な
い
事
業
主
に

対
し
て
は
強
制
的
な
加
入
を
含
め

た
対
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
労
働
基

準
監
督
署
、
公
共
職
業
安
定
所

ま
た
は
埼
玉
労
働
局
労
働
保
険

徴
収
課
（
〇
四
八
―
六
〇
〇
―

六
二
〇
三
）
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ

い
。

新
型
コ
ロ
ナ
と
個
人
情
報

保
護
法 

弁
護
士　

安
西　

成立

ダウンロードはこちら

ⅩⅠ

⑻
衛
生
管
理
者
受
験
対
策
講
座

⑼
安
全
管
理
者
選
任
時
研
修

2
�
女
性
チ
ャ
レ
ン
ジ
フ
ォ
ー
ラ
ム

⑴
第
4
回
女
性
チ
ャ
レ
ン
ジ
フ
ォ
ー
ラ

ム

3
�
通
信
講
座

Ⅴ

一
般
対
策
活
動

1
�
文
化
・
体
育

⑴
会
員
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

Ⅵ

県
と
の
共
同
事
業

1
�
知
事
部
局
・
教
育
局
等
の
研
修
へ
の

民
間
講
師
派
遣

Ⅶ

調
査
活
動

1
�
賃
金
関
係

⑴
春
季
賃
金
交
渉

⑵
年
収
引
き
上
げ
率
調
査

2
�
労
働
情
報

⑴
春
季
賃
金
交
渉
結
果

⑵
労
働
経
済
一
般
の
情
報

3
�
企
業
経
営
動
向
調
査
↓
中
止

一
定
の
役
割
を
果
た
し
た
の
で
中
止
た

だ
し
時
宜
を
得
た
特
別
調
査
は
タ
イ
ム

リ
ー
に
実
施

4
�
Ｇ
Ｐ
Ｔ
Ｗ
の
「
埼
玉
県
に
お
け
る
働

き
が
い
の
あ
る
会
社
調
査
」
参
加
へ
の

積
極
的
な
情
宣

5
�
そ
の
他

⑴
緊
急
テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
特
別
調
査

Ⅷ

広
報
活
動

1
�
会
報
の
発
行

⑴
埼
経
協
ニ
ュ
ー
ス

2
�
会
員
名
簿
の
発
行

3
�
埼
玉
県
経
営
者
協
会
の
案
内

4
�
参
考
図
書
、
資
料
の
発
行

⑴
安
西
�
著
・
当
会
編
「
管
理
監
督
者

の
た
め
の
採
用
か
ら
退
職
ま
で
の
法

律
実
務
」
平
成
29
年
改
定
版

販
売

⑵
労
務
関
係
実
務
資
料
、
情
報

5
�
日
本
経
団
連
発
行
図
書
、
資

料
の
紹
介
、
普
及

⑴
経
営
・
人
事
・
労
務
関
係
図

書
、
資
料

⑵
経
営
労
働
政
策
特
別
委
員
会

報
告

⑶
そ
の
他
の
資
料
、
情
報

Ⅸ

協
力
サ
ー
ビ
ス
活
動

1
�
労
務
相
談

2
�
講
師
の
派
遣
斡
旋
、
弁
護
士

な
ど
資
格
者
の
紹
介
等

3
�
人
材
の
紹
介

4
�
参
考
図
書
、
資
料
の
紹
介
、

斡
旋
等

5
�
各
種
情
報
の
提
供

6
�
行
政
並
び
に
関
係
団
体
の
事

業
へ
の
協
力

Ⅹ

組
織
活
動

1
�
未
入
会
企
業
の
入
会
促
進

今
年
度
の
最
重
要
テ
ー
マ
と
し

て
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
の
下
、

積
極
的
に
推
進

連
絡
活
動

1
�
日
本
経
団
連
と
の
連
携
強
化
、

情
報
交
換

2
�
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
並
び
に
他
県

経
協
と
の
連
絡
提
携
、
情
報
交

換
3
�
公
設
委
員
会
使
用
者
側
委
員

の
推
薦
と
連
絡
、
情
報
交
換

4
�
他
経
済
団
体
並
び
に
労
働
団

体
と
の
連
絡
、
情
報
交
換

5
�
報
道
機
関
と
の
連
絡
、
情
報

交
換

全国ネットの人材情報で、
出向・移籍等の支援！

●お問い合わせ

�048‐642‐1121（土・日・祝日休）
http://www.sangyokoyo.or.jp/

出向・移籍の
専門機関

企業間の人材マッチングを
サポートしています。

無 料
情報の提供、相談、
あっせんの費用は
かかりません。

信頼と安心
経済・産業団体と
厚生労働省の協力
で設立された公益
法人です。

お気軽に
ご相談ください

埼玉
事務所

出向・移籍対象者 求 人

受入企業

情報の授受
相談など

斡旋・紹介

企業間交渉の
機会の設定など

センター
情報の授受
相談など

送出企業
人事部門
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
で
影
響
を
受
け
て
い

る
中
小
企
業
向
け
県
制
度

融
資
の
御
案
内

⃝

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応

　
資
金

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
を
受
け
、
売
上
高
が
前
年
同
期
に
比

べ
て
15
％
以
上
減
少
し
て
い
る
場
合

（
小
規
模
な
個
人
事
業
主
の
場
合
は
５

％
以
上
減
少
）
は
、
当
初
３
年
間
無
利

子
・
保
証
料
ゼ
ロ
で
御
利
用
い
た
だ
け

ま
す
。
融
資
限
度
額
は
４
千
万
円
で
す
。

　

こ
の
資
金
は
、
お
申
込
み
期
限
が
ご

ざ
い
ま
す
の
で
、
お
申
込
み
前
に
御
確

認
の
上
、
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

⃝

経
営
安
定
資
金

　

右
記
の
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
応
資
金
」
の
融
資
限
度
額
を
超

え
て
融
資
を
受
け
た
い
場
合
な
ど
に
御

利
用
い
た
だ
け
る
資
金
で
す
。
売
上
高

が
前
年
同
期
に
比
べ
て
５
％
以
上
減
少

し
て
い
る
場
合
は
利
率
０
．
６
％
以
内
、

保
証
料
０
．
６
８
％
以
内
、
売
上
高
が

前
年
同
期
に
比
べ
て
15
％
以
上
減
少
し

て
い
る
場
合
は
利
率
０
．
５
％
以
内
、

保
証
料
０
．
８
％
以
内
で
す
。

　

そ
の
他「
経
営
あ
ん
し
ん
資
金
」「
緊

急
借
換
資
金
」
等
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
て
い
る
事
業

者
向
け
の
資
金
を
御
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

事
業
に
必
要
な
資
金
の
借
入
れ
を
お

考
え
の
方
は
、是
非
、御
相
談
く
だ
さ
い
。

　
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

応
資
金
」
の
御
相
談
・
受
付
は
県
制
度

融
資
の
取
扱
金
融
機
関
、
そ
の
他
の
資

金
の
受
付
は
商
工
会
議
所
又
は
商
工
会

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

※�
融
資
に
あ
た
っ
て
は
金
融
機
関
及
び

信
用
保
証
協
会
の
審
査
が
あ
り
ま
す
。

　

http://w
w

w
.pref.saitam

a.lg.jp/

　

a0805/seidoyushi/
⃝

問
い
合
わ
せ
先

　

県
制
度
融
資
の
取
扱
金
融
機
関

　

地
元
の
商
工
会
議
所
又
は
商
工
会

　

県
金
融
課

　

（
０
４
８
―
８
３
０
―
３
８
０
１
）

シ
ニ
ア
の
雇
用
に
お
悩
み

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

シ
ニ
ア
の
雇
用
に
役
立
つ
情
報
を
提

供
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
専

門
家
の
講
演
の
ほ
か
、
シ
ニ
ア
応
援
大

使
の
三
遊
亭
鬼
丸
さ
ん
も
出
演
し
ま
す
。

⃝

日
程　
令
和
2
年
12
月
18
日
㈮

※�

開
始
時
間
は
専
用
フ
ォ
ー
ム
か
ら
御

覧
く
だ
さ
い
。

⃝

対
象

　

経
営
者
・
管
理
職
・
人
事
担
当
者

⃝

定
員　
50
名
（
先
着
順
）

⃝

参
加
方
法　
オ
ン
ラ
イ
ン（Zoom

）

⃝

内
容　

‌�

シ
ニ
ア
社
員
の
健
康
管
理

⃝

申
込
方
法

　
専
用
フ
ォ
ー
ム
（
二
次
元
コ
ー
ド
）
か
ら

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

⃝

問
い
合
わ
せ
先

　
県
シ
ニ
ア
活
躍
推
進
課

　

（
０
４
８
―
８
３
０

　
　

―
４
５
３
９
）

①
「
彩
カ
フ
ェ in SAITAMA

」

女
性
活
躍
推
進
の
た
め
の

講
演
・
交
流
会

②
第
５
回
働
き
方
改
革
セ
ミ
ナ
ー

①
女
性
経
営
者
等
に
よ
る
講
演
・
交
流

　

会
を
開
催
し
ま
す
。

⃝

日
時
・
講
師

　

令
和
２
年
12
月
15
日
㈫　

13
時
30
分

～
16
時
30
分

　

‌�

㈱
右
門　

代
表
取
締
役　

町
田　

明

美　

氏

⃝

対
象　
県
内
企
業
等
に
お
勤
め
の
方

⃝

定
員　
１
０
０
名
（
先
着
順
）

⃝

場
所　
オ
ン
ラ
イ
ン
（Zoom

）

⃝

費
用　
無
料

⃝

問
い
合
わ
せ
先

　

㈱
セ
レ
ス
ポ
※
県
の
事
業
受
託
者

　

（
０
４
８
―
７
６
２
―
６
２
５
０
）

　

県
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
課

　

（
０
４
８
―
８
３
０
―
３
９
６
０
）

②�「
同
一
労
働
・
同
一
賃
金
」
な
ど
「
働

き
方
改
革
関
連
法
」
に
お
け
る
ポ
イ

ン
ト
を
解
説
す
る
と
と
も
に
、
具
体
的

な
手
法
や
取
組
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

※
第
１
回
～
４
回
と
同
様
の
内
容
で
す
。

⃝

日
時　
令
和
３
年
1
月
20
日
㈬

　
　
　
　

14
時
～
16
時
30
分

⃝

対
象　
県
内
企
業
等
に
お
勤
め
の
方

⃝

定
員　
１
５
０
名
（
先
着
順
）

⃝

参
加
方
法　
オ
ン
ラ
イ
ン（Zoom

）

⃝

サ
テ
ラ
イ
ト
会
場　

　

大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
棟
４
階

　

市
民
ホ
ー
ル

⃝

費
用　
無
料

⃝

問
い
合
わ
せ
先

　

ア
デ
コ
㈱
※
県
の
事
業
受
託
者

　

（
０
１
２
０
―
２
２
７
―
７
０
１
）

　

県
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
課

　

（
０
４
８
―
８
３
０
―
３
９
６
０
）

①�

第
３
回
業
種
別
テ
レ
ワ
ー
ク
導

入
支
援
セ
ミ
ナ
ー
（
製
造
業
）

②
テ
レ
ワ
ー
ク
導
入
支
援
補
助
金

①
テ
レ
ワ
ー
ク
の
導
入
が
難
し
い
と
さ

れ
て
い
る
業
種
を
取
り
上
げ
、
業
界

特
有
の
課
題
の
解
決
方
法
や
先
進
事

例
を
紹
介
し
ま
す
。

⃝

日
時　
令
和
２
年
12
月
３
日
㈭

　
　
　
　

14
時
～
16
時
30
分

⃝

基
調
講
演　
旭
鉄
工
㈱

　

代
表
取
締
役
社
長　

木
村
哲
也
氏

⃝

対
象　
県
内
企
業
等
に
お
勤
め
の
方

⃝

定
員　
２
０
０
名
（
先
着
順
）

⃝

参
加
方
法　
オ
ン
ラ
イ
ン（Zoom

）

⃝

サ
テ
ラ
イ
ト
会
場　
さ
い
た
ま
市
内

⃝

費
用　
無
料

⃝

問
い
合
わ
せ
先

　

埼
玉
県
中
小
企
業
診
断
協
会

　

※
県
の
事
業
受
託
者

　

（
０
４
８
―
７
６
２
―
３
０
４
０
）

　

県
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
課

　

（
０
４
８
―
８
３
０
―
３
９
６
０
）

②�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡

大
に
備
え
、
テ
レ
ワ
ー
ク
環
境
を
整

備
す
る
企
業
等
に
補
助
金
を
交
付

し
ま
す
。

⃝

対
象

　

県
内
中
小
企
業
・
団
体
等

⃝
補
助
対
象
経
費

　

テ
レ
ワ
ー
ク
の
導
入
・
運
用
費
用

⃝
補
助
額

　
上
限
20
万
円（
補
助
率
３
分
の
２
以
内
）

⃝

問
い
合
わ
せ
先

　

県
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
課

　

（
０
４
８
―
８
３
０
―
３
９
６
０
）

　
（a3960-08@

pref.saitam
a.lg.jp

）

埼
玉
県
立
高
等
技
術
専
門
校
の

訓
練
生
を
採
用
し
ま
せ
ん
か

　

埼
玉
県
立
高
等
技
術
専
門
校
（
６
校

１
分
校
）
で
は
、
実
技
中
心
の
訓
練
に
よ

って
、
現
場
に
必
要
な
知
識
や
技
能
を

身
に
付
け
た
人
材
を
育
成
し
て
い
ま
す
。

即
戦
力
と
し
て
、活
躍
が
期
待
で
き
ま
す
。

⃝

訓
練
分
野
（
取
得
し
て
い
る
技
術
）

・
機
械
加
工
系
（
Ｎ
Ｃ
旋
盤
等
）

・
金
属
加
工
系
（
板
金
・
溶
接
等
）

・‌�

情
報
系
（
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
・
シ
ス

テ
ム
設
計
等
）

・
電
気
系
（
電
気
設
備
工
事
等
）

・
空
調
系（
冷
凍
・
空
調
機
器
工
事
等
）

・
ビ
ル
管
理
系
（
ビ
ル
設
備
保
守
等
）

・
自
動
車
系
（
自
動
車
整
備
）

・
建
築
系
（
建
築
大
工
等
）

・
木
工
工
芸
系（
家
具・建
具
製
造
等
）

・
介
護
系
（
実
務
者
研
修
修
了
）

・‌�

障
害
者
対
象
訓
練
（
事
務
・
介
護
技

術
等
）

⃝

求
人
票
の
提
出
に
つ
い
て

　

次
の
２
種
類
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

１　

�

求
人
票
（
埼
玉
県
の
H‌

P
か
ら
入

手
で
き
ま
す
）
に
必
要
事
項
を
御
記

入
の
上
、
各
高
等
技
術
専
門
校
に
郵

送
、F
A
X
又
は
持
参

２　

�

埼
玉
県
電
子
申
請
シ
ス
テ
ム
で
、

必
要
事
項
を
入
力

⃝

問
い
合
わ
せ
先

　

県
産
業
人
材
育
成
課

　

（
０
４
８
―
８
３
０

　
　

―
４
５
９
８
）

コバトン

埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼
玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉
県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県

かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
ららららららららららららららららららららららら
ののののののののののののののののののののののの

おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知
ららららららららららららららららららららららら
せせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ

成立

ダウンロードはこちら

ⅩⅠ

⑻
衛
生
管
理
者
受
験
対
策
講
座

⑼
安
全
管
理
者
選
任
時
研
修

2
�
女
性
チ
ャ
レ
ン
ジ
フ
ォ
ー
ラ
ム

⑴
第
4
回
女
性
チ
ャ
レ
ン
ジ
フ
ォ
ー
ラ

ム

3
�
通
信
講
座

Ⅴ

一
般
対
策
活
動

1
�
文
化
・
体
育

⑴
会
員
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

Ⅵ

県
と
の
共
同
事
業

1
�
知
事
部
局
・
教
育
局
等
の
研
修
へ
の

民
間
講
師
派
遣

Ⅶ

調
査
活
動

1
�
賃
金
関
係

⑴
春
季
賃
金
交
渉

⑵
年
収
引
き
上
げ
率
調
査

2
�
労
働
情
報

⑴
春
季
賃
金
交
渉
結
果

⑵
労
働
経
済
一
般
の
情
報

3
�
企
業
経
営
動
向
調
査
↓
中
止

一
定
の
役
割
を
果
た
し
た
の
で
中
止
た

だ
し
時
宜
を
得
た
特
別
調
査
は
タ
イ
ム

リ
ー
に
実
施

4
�
Ｇ
Ｐ
Ｔ
Ｗ
の
「
埼
玉
県
に
お
け
る
働

き
が
い
の
あ
る
会
社
調
査
」
参
加
へ
の

積
極
的
な
情
宣

5
�
そ
の
他

⑴
緊
急
テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
特
別
調
査

Ⅷ

広
報
活
動

1
�
会
報
の
発
行

⑴
埼
経
協
ニ
ュ
ー
ス

2
�
会
員
名
簿
の
発
行

3
�
埼
玉
県
経
営
者
協
会
の
案
内

4
�
参
考
図
書
、
資
料
の
発
行

⑴
安
西
�
著
・
当
会
編
「
管
理
監
督
者

の
た
め
の
採
用
か
ら
退
職
ま
で
の
法

律
実
務
」
平
成
29
年
改
定
版

販
売

⑵
労
務
関
係
実
務
資
料
、
情
報

5
�
日
本
経
団
連
発
行
図
書
、
資

料
の
紹
介
、
普
及

⑴
経
営
・
人
事
・
労
務
関
係
図

書
、
資
料

⑵
経
営
労
働
政
策
特
別
委
員
会

報
告

⑶
そ
の
他
の
資
料
、
情
報

Ⅸ

協
力
サ
ー
ビ
ス
活
動

1
�
労
務
相
談

2
�
講
師
の
派
遣
斡
旋
、
弁
護
士

な
ど
資
格
者
の
紹
介
等

3
�
人
材
の
紹
介

4
�
参
考
図
書
、
資
料
の
紹
介
、

斡
旋
等

5
�
各
種
情
報
の
提
供

6
�
行
政
並
び
に
関
係
団
体
の
事

業
へ
の
協
力

Ⅹ

組
織
活
動

1
�
未
入
会
企
業
の
入
会
促
進

今
年
度
の
最
重
要
テ
ー
マ
と
し

て
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
の
下
、

積
極
的
に
推
進

連
絡
活
動

1
�
日
本
経
団
連
と
の
連
携
強
化
、

情
報
交
換

2
�
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
並
び
に
他
県

経
協
と
の
連
絡
提
携
、
情
報
交

換
3
�
公
設
委
員
会
使
用
者
側
委
員

の
推
薦
と
連
絡
、
情
報
交
換

4
�
他
経
済
団
体
並
び
に
労
働
団

体
と
の
連
絡
、
情
報
交
換

5
�
報
道
機
関
と
の
連
絡
、
情
報

交
換

全国ネットの人材情報で、
出向・移籍等の支援！

●お問い合わせ

�048‐642‐1121（土・日・祝日休）
http://www.sangyokoyo.or.jp/

出向・移籍の
専門機関

企業間の人材マッチングを
サポートしています。

無 料
情報の提供、相談、
あっせんの費用は
かかりません。

信頼と安心
経済・産業団体と
厚生労働省の協力
で設立された公益
法人です。

お気軽に
ご相談ください

埼玉
事務所

出向・移籍対象者 求 人

受入企業

情報の授受
相談など

斡旋・紹介

企業間交渉の
機会の設定など

センター
情報の授受
相談など

送出企業
人事部門
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事
業
だ
よ
り

　

一
〇
月
一
二
日
～
一
一
月
二
五
日

◆‌�

一
〇
・
一
二
日　

新
入
社
員
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
研
修
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆‌�

一
〇
・
一
九　

パ
ワ
ハ
ラ
防
止
関
連
法

実
務
対
策
セ
ミ
ナ
ー（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ

ィ
）

◆‌�

一
一
・
一
〇　

第
一
回
産
業
教
育
委
員

会
（
県
立
川
口
工
業
高
等
学
校
）

◆‌�

一
一
・
一
一　

年
末
調
整
実
務
セ
ミ
ナ

ー（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
） 

◆‌�

一
一
・
一
三　

第
二
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー

（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
） 

◆‌�

一
一
・
一
六　

第
三
回
働
き
方
改
革
・

働
き
が
い
向
上
委
員
会
（
ソ
ニ
ッ
ク

シ
テ
ィ
） 

◆‌�

一
一
・
一
七　

第
一
回
S
D
G
s
委
員

会
発
達
障
害
者
雇
用
定
着
セ
ミ
ナ
ー

（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆‌�

一
一
・
一
八
、二
七　

労
働
法
実
務
講

座
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆‌�

一
一
・
二
五　

第
二
回
産
業
教
育
委
員

会
（
県
立
狭
山
経
済
高
等
学
校
）

◆‌�

一
一
・
二
六　

第
一
回
グ
ロ
ー
バ
ル
委

員
会
外
国
人
雇
用
セ
ミ
ナ
ー 

（
オ
ン
ラ

イ
ン
）

★
第
一
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

日
時　

‌�
一
二
月
一
四
日
㈪
・
二
一
日
㈬

一
三
時
三
〇
分
～
一
六
時
三
〇

分

会
場　

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

内
容　

‌�

古
典
に
学
び
、
人
生
と
企
業
経

営
を
よ
り
豊
か
に
～
深
い
教
養

に
支
え
ら
れ
た
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
で
よ
い
会
社
、
よ
い
人
生
、

よ
い
社
会
を
！
～

講
師　

‌�

埼
玉
大
学
名
誉
教
授　

渋
谷
治

美
氏

　
　
　

‌�

元
東
京
海
上
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
取
締
役
副
社
長
、
一
般
社
団

法
人
日
本
ア
ス
ペ
ン
研
究
所　

雨
宮
寛
氏

★
第
六
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

日
時　

‌�

一
二
月
二
一
日
㈪
一
四
時
～

一
五
時
三
〇
分

会
場　

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

内
容　

‌�

ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
時
代
に
お
け

る
カ
ス
タ
マ
ー
戦
略
の
再
構
築

～
ア
フ
タ
ー
・
コ
ロ
ナ
で
の
消

費
者
心
理
を
捉
え
て
～

講
師　

‌�

Ｋ
Ｐ
Ｍ
Ｇ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

株
式
会
社
パ
ー
ト
ナ
ー　

古
谷

公
氏

★
令
和
三
年
新
年
会
員
懇
談
会

日
時　

‌�

令
和
三
年
一
月
七
日
㈭
一
四
時

～
一
五
時
四
〇
分

会
場　

パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮

内
容　

‌�

特
別
講
演
会「
最
新
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
論
～
潜
水
艦
艦
長
は
命

令
し
な
い
」

講
師　

‌�

金
沢
工
業
大
学
虎
ノ
門
大
学
院

教
授
（
元
海
上
自
衛
隊
海
将
）　

伊
藤
俊
幸
氏

★
第
２
回
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
委
員
会

日
時　

‌�

一
月
二
一
日
㈭
一
三
時
四
五
分

～
一
六
時

会
場　

‌�

埼
玉
県
立
草
加
か
が
や
き
特
別

支
援
学
校

内
容　

‌�

特
別
支
援
教
育
の
現
場
視
察
と

意
見
交
換
会
～
豊
か
な
心
、
元

気
な
体
、
生
き
る
力
を
育
て
、

一
人
一
人
が
輝
く
～

★‌�

第
一
種
・
第
二
種
衛
生
管
理
者
受
験

対
策
講
座

日
時　

‌�

二
月
一
六
日
㈫
・
一
七
日
㈬
九

時
二
〇
分
～
一
六
時
三
〇
分

会
場　

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

講
師　

‌�

株
式
会
社
ウ
ェ
ル
ネ
ッ
ト
専
任

講
師　

柴
田
珠
美
氏

エ
ス
シ
ー
エ
ス
㈱

　

代
表
取
締
役　

野
崎　

友
義

　

草
加
市
青
柳
二
―
一
九
―
一
〇

　

電
話
〇
四
八
―
九
三
六
―
一
二
三
四

　

（
資
）
五
千
万
円

　

（
従
）
一
八
四
名

　

建
築
物
管
理
清
掃
業

川
口
鋳
物
工
業
協
同
組
合

　

理
事
長

　

石
川　

義
明
（
旧　

伊
藤　

光
男
）

埼
玉
日
産
自
動
車
㈱

　

代
表
取
締
役
社
長

　

‌�

佐
藤　

友
昭
（
旧　

代
表
取
締
役
会

長　

橋
本　

宏
太
郎
）

㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行　

越
谷
支
店

　

支
店
長

　

井
上　

隆
行
（
旧　

島
田　

秀
一
）

首
都
圏
リ
ー
ス
㈱

　

取
締
役
社
長

　

岩
田　

一
男
（
旧　

村
上　

則
忠
）

東
彩
ガ
ス
㈱

　

代
表
取
締
役
社
長
執
行
役
員

　

‌�

土
屋　

友
紀
（
旧　

代
表
取
締
役
社

長　

渡
辺　

大
乗
）

㈱
ビ
ー
ジ
ー
サ
ー
ビ
ス

　

代
表
取
締
役
社
長

　

新
井　

勉
（
旧　

根
生　

雄
勝
）

㈱
マ
イ
ナ
ビ　

埼
玉
支
社

　

支
社
長

　

小
野
沢　

健
（
旧　

綿
貫　

哲
也
）

㈱
リ
ビ
コ
ー

　

代
表
取
締
役

　

‌�

麦
沢　

真
吾
（
旧　

代
表
取
締
役
会

長　

星
野　

時
夫
）

〈
社
名
変
更
〉

リ
ズ
ム
㈱

　

（
旧　

リ
ズ
ム
時
計
工
業
㈱
）

告

知

版

会
員
の
動
き

〈
新
入
会
の
ご
案
内
〉

〈
代
表
者
変
更
〉

埼玉県の最低賃金（令和２年度）

（注）	 1 使用者は、労働者に対し、最低賃金額以上の賃金を支払わなければなりません。
	 2 複数の最低賃金が適用される場合は、金額の最も高いものが実質的に適用されます。
	 3 派遣労働者は、派遣先の事業場に適用される最低賃金が適用されます。
	 4 実際に支払われる賃金額と最低賃金額との比較方法
	 　・時間給の場合は、時間給と最低賃金額を比較します。
	 　・‌�月給等の場合は、所定内賃金から3手当（精皆勤手当、通勤手当及び家族手当）を差し引いた賃金額を1時間当たりの金額に換

算して最低賃金額と比較します。
	 5 ‌�障害により著しく労働能力が低い者などについて使用者が埼玉労働局長の最低賃金減額特例許可を受けた場合は、減額した最低

賃金額が適用されます。� 埼　玉　労　働　局

埼玉県最低賃金 時間額（円）埼玉県内の事業場で働く全ての労働者に適用されます。 改正発効日９２８ ２.１０.１

特定（産業別）最低賃金 時間額（円） 適用除外労働者（埼玉県最低賃金が適用されます） 改正発効日
非鉄金属製造業
（非鉄金属第1次製錬・精製業、非鉄金属素形材製造業及
びその他の非鉄金属製造業を除く。）

９４８
１． １８歳未満又は６５歳以上の者

２． 雇入れ後３月未満の者であって、技能習得中のもの

３． ‌�手作業による包装、袋詰め、箱詰め又は運搬の業
務に主として従事する者

４． 清掃又は片付けの業務に主として従事する者

2.12.1

電子部品・デバイス・電子回路、電気機械器具、情報通信機
械器具製造業
（医療用計測器製造業（心電計製造業を除く）を除く。）

９５４

輸送用機械器具製造業
（産業用運搬車両・同部分品・附属品製造業及びその他の輸
送用機械器具製造業（自転車・同部分品製造業を除く）を除く。）

９６６

光学機械器具・レンズ、時計・同部分品製造業 ９６３

自動車小売業
（二輪自動車小売業（原動機付自転車を含む）を除く。） ９６２

１． １８歳未満又は６５歳以上の者
２． 雇入れ後３月未満の者であって、技能習得中のもの
３． 清掃又は片付けの業務に主として従事する者

2.12.1

この印刷物は再生紙を使用しています

埼
経
協
ニ
ュ
ー
ス
四
一
九
号

2
0
2
0
年
11
月
25
日
発
行

さ
い
た
ま
市
大
宮
区
桜
木
町
一
︲
七
︲
五
︲
八
七

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
九
階

発
行
所　
　
　
埼
玉
県
経
営
者
協
会

発
行
人　

廣
澤
健
一

編
集
人　

宮
田
信
久

電
話
〇
四
八
︲
六
四
七
︲
四
一
〇
〇

印
刷
所　

望
月
印
刷
株
式
会
社

さ
い
た
ま
市
中
央
区
円
阿
弥
五
︲

八
︲

三
六

一
般
社
団

法

人
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